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皮膚科領域におけ るSultamicillinの 基礎 的 ・臨床的検 討

梅村 茂夫 ・野原 望

岡山大学医学部皮膚科学教室

Ampicillinとsulbactamの エ ステ ル結 合 剤 で あ る,sultamicillinの 皮 膚科 領域 にお け る基礎 的

・臨 床 的検 討 を行 い以 下の 結 果 を得 た。

皮 膚 感染 病 巣 よ り分 離 したSmreπ527株,S.epidermidis23株 に 対 す るsultamicillinのMICは

Smre鋸 で3.13μg/ml以 下 の株 が74.1%,Sepidem21跳 で3.13μg/ml以 下の 株 が100%で あ っ

た。また β-lactamase陽 性Sm%eπsに 対す るMICは,接 種 菌 量106/m1に お い て3。13μg/ml以 上

の株 が そ して接 種菌 量108/mlに お いて12.5μg/ml以 上 の株 でsultamicillinはampicillinよ1)

も優 れ て い た。

30例 の皮 膚感 染 症 患者 にsultamicillinを1125mg/dayあ る いは1500mg/day投 与 した が 著効

12例,有 効16例,や や 謝1例,無 効1例 で あ り,副 作 用 は全症 例 に お い て認 め られ なか った。

以 上 よ りsultamicillinは 皮 膚感 染 症 に用 いて 有効 かつ 安全1生の 高 い薬 剤 とい え る。

Sultamicillin(SBTPC)は1979年Pfizer社 で開 発 され

た 半合 成 経 口 β-1actam抗 生 剤 であ り,β-lactamse阻 害 剤

であ るsulbactam(SBT)とampicillin(ABPC)と をエ

ス テル 結合 に よ り同一分 子 中 に 当量 ずつ 含 有す る。 本剤

は経 口投 与に よ り腸 管 か ら効率 よ く吸収 され,腸 壁 のエ

ス テ ラー ゼ に よ り速 や か に 加 水 分 解 さ れ てABPCと

SBTを 遊 離 し,生 体 内 で はABPCとSBTと して 作 用

す る。SBTはABPCに 対 す る 各種 細 菌 の β-1actamase

作 用 を不 可 逆 的 に 阻害 す るた め,従 来 の 経 口 β一1actam

抗 生 剤 と比 較 す る とSBTPCの 抗 菌 スペ ク トラ ム は 格

段 に 広 い11。

1.材 料 と 方 法

1.感 受 性試験

当科 にお いて皮 膚 感染 病 巣 よ り分 離 したSmreus27

株S.epidermidis冬23株 に つ いて,SBTPCABPG

CEX,CCLの 最 小 発 育 阻止 濃度(MIC)を,日 本化 学

療 法 学会 に よる寒 天平 板 希釈 法2をで測 定 した。

Saure郷27株 に つ い てpenicillinGを 基 質 と し た

bromcresolpurpleに よ るAcidmetry法(ペ ーパ ー デ

ィ ス クに よ る)3をを用 いて β-lactamaseの 検 出 を行 い,

SBTPGABPCのMICの 比較 を行 っ た。

2.臨 床症 例 で の検 討

15歳 以 上 の 皮 腐 感 染 症 患 者 に 対 し て1日 量1125mg

(分3)あ るいは1500mg(分2ま た は分4)を 食 後経 口

投 与 した。 投 与期 間 は3日 以 上 と し,原 則 として投 与 開

始 日,3日 目,7日 目,10日 目,14日 目に 自他覚 所 見

副作用の有無を観察した。外科的処置は細菌培養のため

の最小限度の穿刺以外は行わず,他 の抗生剤,抗 炎症剤,

解熱鎮痛剤,外 用療法の併用は行わなかった。

臨床効果は,主 治医により著効(Excellent),有 効

(Good)や や有効(Fair),無 効(Poor)の4段 階にて

判定した。

原則として投与開始日,投 与終了時に一般細菌培養を

行い,菌 種の同定,SBTPGABPCに 対する感受性お

よびβ-lactamase産 生能の測定を行った。

β-lactamase産 生能は,ー トロセフィン法3)および

acidmetry法3)に よ り行い,ニ トロセフィン法,acid-

metry法 ともに陽性のものをHighproducer(H),一

トロセフィン法で陽性,acidmetry法 で陰陛のものを

Lowproducer(L)と 便宜L分 類した。

II.結 果

1.感 受1生試験

当科で皮膚感染病巣より分離 したSaUzeus27株 に対

するSBTPGABPGCEX,CCLのMICをFig.1

に,S.epidermidis23株 に 対するSBTPGABPG

CEX,CCLのMICをFig.2に 示す。

S.aureusの50%の 株 の発育が阻止されるMIC値 は

ABPC<SBTPC<CCL<CEXの 順であったが70%

以上 の株の発育が阻止されるMIC値 はABPCとSB

TPCが 逆転してSBTPC<ABPC<CCL<CEXと な

り,特に耐1生菌に対してSBTPCの 抗菌力が良好であっ

た。また3.13μg/ml以 下の株はSBTPC74.1%,AB
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Fig. 1 MICs to S. aureus, 27 strains , inoculum size 106ce11s/m1

Fig. 2 MICs to S. ePidermidis, 23 strains, inoculum size 106cells/m1

PC70.4%,CCL55.6%,CEX22.2%で あ っ た。

S.epidermldisで は 全 体 と してABPCが 最 も抗 菌 力

が強 く,次 い でSBTPG以 下CCLCEXの 順 で あ っ

た。各薬剤間の差 は1管 程 度 ず つ で あ っ た。また3.13μ9

/m1以 下 の 株 はSBTPC100%,ABPC96.3%,CCL

55.6%CEX25.9%で あ った。

Smreus27株 の うち β-lactamase陽1生 株 は,18株 す

なわ ち69.2%に 認 め られ た 。そ れ らに対 す るSBTPG

ABPCのMICを 接 種 菌 量106個/m1の 場 合 をFig.3

に,108個/mlの 場合 をFig .4に 示 す 。106個/mlの 場 合

も108個/m1の 場 合 も,Sameus全 体 に お け るSBT

PCとABPCのMICの 差 よ り も β-lactamase陽1生 株

におけ るSBTPCとABPCのMICの 差 の方 が 大 きか

った。特に108個/mlの 場 合 に著 しか った。

2.臨 床成績

皮膚感染症患者30例 にSBTPCを 投 与 した結果 を

Table1に 示す。男性21例,女 性9例 で、年齢は17歳 から

79歳1125mg/day投 与 したもの24例,1500mg/day投

与 したもの6例 であった。感染症名としては毛嚢炎7例,

痂6例,癌 腫症3例,よ う1例,蜂 窩織炎2例,膿 瘍2

例,膿 癒性痙瘡1例,集 籏性座瘡1例,感 染粉瘤2例,

二次感染症5例 であった。投与 日数は3日 から19日 であ

った。病巣より分離された菌は,Sameus1(殊Sの 羨

de7mI撚7株 その他5株 または2例 において2種 以

上の菌が分離さ礼 菌陰性は7例 であった。分離された

菌のうちβ-lactamase産 生の有無を検討したものは25

株で、highproducerが13株low producerが3株 β-

lactamase陰 性のものは9株 であった。
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Fig. 3 MICs to S. aureus 26 strains, inoculum size 106cells/m1

Fig. 4 MICs to S. aureus 26 strains, Inoculum size 108cells/m1

臨床効果は,著 効12例,有 効16例,や や有効1例,無

効1例 で,有 効率は93.3%で あった。やや有効の1例 は

症例14の 集籏性座瘡の症例で,無 効の1例 は症例28の 膿

瘍の症例であった。

副作用は全例に認められなかった。

III.考 察

皮膚細菌感染症の原因菌は主としてグラム陽性菌(特

にS.aureus,S.epidemidis)4を である。また細菌の β-

lactam抗 生剤に対する耐1生獲得の機序としては β-lac-

tamase産 生によるのが一般的である。今回の我々の実

験ではFig.1に 示 した如 くABPcのMlcが3.13μg/

m1(接 種菌量106/ml)以 上の耐1生側でSBTPCの 方が明

らかにABPCよ1)も 優れた抗菌力を示 している。これ

はFig.3に 示 したβ-1actamase産 生の有無の検討の結

果,β-1actamaseがSBTに より阻害されたことによる

ということができる。同様の結果はBRL25000(clavu-

1anicacid-Amoxicillin)vs.Amoxicillinの 二重盲検

試験5)においても得ている。

S.epidemidisで は全体としてABPCの 方がSBT

PCよ りも優れた抗菌力を示している(Fig.2)がSBT

PCのMICは 全て3.13μg/ml以 下(接 種菌量106/ml)

であった。

30例 の皮腐感染症患者にSBTPCを 投与したが 全体

としての有効率は93.3%で あ った。皮膚感染症に対する

他の新しい抗菌剤での筆者らの検討では,DL-8280で80

%6、TMS-19-Q・GCで100%7を の有交力率であり,本剤

は,こ れらの抗菌剤に並ぷきわめて良好な臨床効果を示

している。また明らかな副作用は全例に認められず,
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Table 1 Clinical Summary

*106cells/m1
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SBTPCは 皮膚感染症に対 して有効かつ安全性の高い

薬剤といえる。
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FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES OF SULTAMICILLIN

IN DERMATOLOGICAL FIELD

SHIGEO UMEMURA and Nozom I NOHARA

Department of Dermatology, Okayama University Medical School

Sultamicillin, a new antibioticus, was studied basically and clinically in the dermatological field. Following
results were obtained.

1) The MICs to S. aureus (27 strains) and S. epidermidis (23 strains) from the region of common skin infec-
tion were measured. Concerning to S. aureus, strains of 74.1% were under 3.1314/m1 of MIC. On the other
hand, all strains of S. epidermidis were under 3.132giml of MIC.

2) The MICs of sultamicillin to 0-lactamase positive S. aureus were superior to those of ampicillin.
3) Sultamicillin was administered to 30 patients suffering from the common skin infection. Clinical evaluation

was as follows: excellent; 12 patients, good; 16 patients, fair; one patient, poor; one patient. No adverse reaction
was observed.


